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ＨＴＢは２０年以上前から乳がんの早期発見・早期治療の大切さを知ってほしいと、

ピンクリボン運動に取り組んでいます。
7月25日（土）、アフラックが函館の商業施設で行った 『がんを知る教室～家族で学

ぼう、話そう“がん”のこと～』の講演に乳がん経験者でもあるウェルビーイング・コンプ
ライアンス統括室の阿久津友紀部長が参加しました。講演には函館で街づくりなどに
携わっている北海道教育大学の川瀬真心さん、土山結桜さんも加わり、どうしたら乳が
んの検診率が上がるかなど意見を交わされました。
乳がんを経験した母を持つ土山さんは「4歳のときに母がり患したが、当時、話をされ
てもよくわからなかった。このために改めて母に当時の話を聞いて、大学生になって初
めて母の気持ちを理解した。今回、みなさんは『ひとりじゃないよ』、というメッセージを
母から託されました。」と話しました。日本人女性の9人にひとりは乳がんと診断される
今、患者の気持ちを踏まえて経験談を話した阿久津部長は「早期発見・治療がいのち
を救える可能性を高める。まだ北海道は検診率が5割に満たない。ぜひ周りにも話して
、検診にいってほしい。」と呼びかけました。
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